
札幌市での底辺拡大への取組み 
 去る、11 月 13 日（土）札幌市教育委員会主催で札幌の子供達に学校の授

業の中で「もっとスキーをさせよう」をテーマに“さっぽろっこ｢雪｣シンポジ

ウム”が開催され、400席の会場がほぼ満席であったとのことです。 

 そのイベントを踏まえ、先頃の新聞に、札幌市の学校のスキー学習にてこ入

れを図り、子供の頃からスキーの魅力を知ってもらい、生涯スポーツとして底

辺拡大を狙っているとの 

記事が目に留まりました。 

 記事では、10年振りに 

スキー学習を再開した学校 

で、その後、家族でスキー 

に行った子供達が5割との 

アンケート調査結果が掲載 

されておりました。 

 また、スキー学習の再開 

には、用具の出費の負担や 

スキー指導のできる教員が 

減っていることなどの課題 

に触れておりました。子供達にもっとスキーの楽しさを伝え、スキーをする人

の底辺拡大を図ることは生涯スポーツとしてのスキーが定着するものであると

考えます。                  「スキーは楽しい！！」 

お隣ロシア連邦サハリン州ユジノサハリンスク市内のスキー場 

１１月１８日現在のスキー場風景です。 

ユジノサハリンスクのまちで雪は皆無で 

すが、高さ４５０メートルほどの名山” 

ゴールヌィ・ヴォズドゥーフ”のスキー 

ゲレンデは、もう雪が積もっていて滑れ 

そうな感じです。 

このスキー場には、スノーガン２台も 

備えているとのことです。 

今シーズンのオープンは１２月２５日 

を予定しおります。 

１２月末、稚内のアルペンスキー少年 

団４名がユジノサハリンスクの地元ア 

ルペンスキー学校の関係者との交流を予 

定しております。 

 


